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ハ
ル
ト
l

八
ン

六
九
一

ら
竪
町
へ
出
る
遊
踏
を
い
ふ
。
こ
の
小
絡
の
商
角
に
一
三
年
三
月
春
道
列
樹
、
文
章
生
を
以
て
能
奮
闘
守
と
一
御
番
頭
・
表
小
勝
御
番
頭
・
奥
小
勝
御
番
頭
・
定
番
御
一
い
ひ
、
宇
都
百
姓
又
は
宇
都
代
官
等
の
紛
が
使
用
せ

春
闘
鍛
冶
と
講
ず
る
も
の
、
敏
代
居
住
し
て
ゐ
た
か
一
な
っ
た
。
列
樹
は
詩
賦
の
才
を
衆
ね
て
和
歌
に
秀
で
一
馬
廻
御
番
頭
・
組
外
御
番
頭
・
小
松
御
馬
廻
御
番
頭
な
一
ら
れ
た
。
宇
都
は
又
新
都
と
も
先
郡
と
も
い
う
た
。

ら

こ

の

名

が

あ

る

。

一

た

人

で

あ

っ

た

。

一

ど

が

あ

っ

た

o
御
馬
麹
御
番
頭
は
御
馬
廻
頭
に
、
大
一
そ
の
五
十
九
ヶ
村
と
は
、
酒
井
・
四
柳
・
大
町
・
小
金
森
・

ハ
ル
タ
ワ
カ

εヨ
ジ
ン
ジ
ヤ
治
田
若
御
子
紳
枇
一
ハ
ル
ヲ
春
雄
金
持
の
俳
人
。
諸
都
越
申
屋
久
一
小
勝
御
番
頭
は
御
小
勝
顕
に
、
定
番
御
馬
廻
御
番
頭
一
高
島
・
諒

m・
藤
井
・
小
田
中
・
久
江
・
小
竹
・
水
白
・
井

文
徳
貨
録
に
『
天
安
一
元
年
九
周
壬
寅
在
z
加
賀
凶

-
E
一
七
。
松
袋
路
五
代
を
裂
い
だ
が
、
そ
の
俸
は
静
か
で
一
は
定
番
頭
に
臨
す
る
が
、
そ
の
他
の
御
番
頭
は
組
頭
一
回
・
芹
川
・
徳
前
・
鹿
島
踏
・
金
丸
・
金
丸
出
・
上
働
問
視
・

六
位
上
治
凶
若
御
子
耐
授
エ
徒
五
位
下
リ
』
と
載
せ
る
一
な
い
0

・

一

を

裁

か

な

か

っ

た

。

一

下

曾

扱

・

能

管

部

下

・

徳

丸

・

上

・

良

川

・

東

馬

場

・

商

馬

前
で
あ
る
。
そ
れ
を
式
内
等
萄
位
記
に
、
『
治
凶
若
御
一
ハ
レ
ガ
サ
晴
箆

J
リ
ヨ
ソ
ウ
按
装
。
一
ハ
ン
ケ
ボ
ウ
タ
シ
ユ
ウ
字
化
坊
句
集
二
加
。
一
場
・
最
勝
訴
・
黒
民
・
一
背
・
末
坂
・
mm坂
・
春
木
・
大
槻
・

子
制
批
。
凶
史
記
載
枇
也
。
極
楽
寺
村
ハ
江
抑
制
泌
〉
銀
一
ハ
レ
パ
レ
シ
露
々
志
一

mm。
天
保
十
二
年
統
一
車
禁
編
。
天
明
七
年
京
菱
屋
孫
兵
衛
・
菊
屋
太
兵
衛
一
瀬
戸
・
花
見
且
・
一
エ
僻
・
町
屋
・
槌
弁
・
伊
久
留
・
下
・
移

座
。
今
稽
ユ
畑
之
堂
吋
極
楽
寺
村
萄
名
畑
村
。
議
有
三
行
舎
誠
彼
。
大
坂
の
反
古
庵
.
天
来
は
貞
徳
の
流
を
汲
一
板
。
金
制
仰
の
俳
人
字
化
坊
閥
更
が
洛
陽
東
山
に
芭
蕉
一
森
・
高
間
・
悶
鶴
・
出
・
川
尻
・
新
屋
・
垣
苦
・
苦
闘
・
七
原
・

異
説
吋
』
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
異
説
が
い
か
な
る
一
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
梅
室
の
俳
風
を
座
倒
せ
ん
が
一
堂
を
管
ん
で
か
ら
、
門
人
た
る
編
者
が
師
の
醤
吟
を
一
三
引
・
白
滋
・
深
見
・
大
詰
・
盟
禄
・
笠
師
・
箪
染
・
奥
音

も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
ぬ
。
又
前
名
般
考
穏
に
は
、
一
錦
、
俳
結
七
草
を
著
し
て
之
を
攻
撃
し
た
。
困
っ
て
一
拾
う
て
一
加
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
は
天
明
丙
一
回
・
河
崎
・
盟
問
・
盟
国
町
・
土
川
で
あ
る
。
叉
前
述
か

治
則
若
御
子
制
と
闘
史
に
見
え
る
の
は
、
延
寓
式
御
一
こ
の
密
を
出
し
て
、
貞
門
と
深
門
と
の
相
越
を
排
鮮
↓
午
春
四
山
亭
幡
水
、
股
は
亭
々
坊
車
議
。
一
ら
誤
用
せ
ら
れ
て
、
宇
都
が
路
島
都
を
指
す
こ
と
も

名
帳
の
江
沼
郡
気
多
御
子
紳
枇
の
診
で
あ
ら
う
と
の
一
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
加
除
流
行
舎
と
あ
る
が
、
一
ハ
ン
ヨ
ウ
サ
ン
キ
ン
キ
港
公
参
勤
記
一
般
。
一
あ
っ
た
。
例
へ
ば
奥
部
の
者
は
、
鹿
島
郡
の
者
を
指

設
を
掲
げ
、
文
政
枇
脱
帳
に
は
能
楽
郡
岩
内
村
の
銃
一
間
よ
り
何
人
か
の
院
名
で
あ
る
。
一
一
名
御
参
勤
帳
。
前
回
綱
紀
が
寛
文
元
年
七
周
入
部
一
し
て
宇
都
の
人
と
い
ふ
如
き
は
是
で
あ
る
。

多
紳
枇
が
治
削
岩
御
子
紳
枇
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
一
ハ
ン
オ
ウ
鍵
腰
↓
リ
ヨ
ウ
ザ
シ
ハ
シ
オ
ウ
一
し
て
か
ら
以
後
隠
代
の
容
勤
・
鴎
闘
の
年
用
日
等
を
、
一
ハ
ン
ザ
キ
牟
崎
珠
洲
郡
白
丸
と
四
方
丸
と
の

て

ゐ

る

が

、

何

れ

も

泊

切

で

あ

る

と

は

思

は

れ

ぬ

。

一

鼠

山

緊

限

。

一

服

序

に

把

し

た

も

の

で

あ

る

。

一

中

間

な

る

納

長

の

地

域

で

あ

る

。

古

へ

は

阪

附

と

醤

或
は
加
賀
郡
ハ
後
石
川
部
d

大
野
郷
に
治
凶
り
地
名
が
一
パ
ン
オ
ウ
伴
翁
三
鐙
記
に
前
回
利
長
姥
去
の
一
ハ
ン
ヨ
タ
カ
ン
シ
ョ
タ
ツ
ウ
コ
ウ
藩
園
官
職
謹
一
い
た
。

あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
と
交
渉
す
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
一
時
、
伴
翁
の
次
則
袋
発
が
導
師
を
勤
め
た
と
あ
る
。
一
審
六
巻
。
湯
浅
施
庸
箸
。
加
賀
務
諸
士
役
儀
の
起
一
ハ
ン
ザ
ザ
カ
健
坂
能
美
郡
笛
荷
，
瀬
祖
泉
か
ら

ハ
ル
ノ
キ
春
本
石
川
郡
明
島
の
内
の
小
字
。
一
伴
翁
は
貸
闘
寺
四
代
踏
山
紫
憾
の
様
で
あ
る
。
一
一
部
・
沿
革
・
役
名
の
漉
簡
等
を
諸
記
録
に
徴
し
て
詳
記
一
白
山
へ
の
菅
山
町
中
梯
子
坂
の
上
に
在
る
模
商
九
五

O

ハ
ル
ノ
ポ
ウ
春
之
坊
金
持
の
俳
人
o
m
m
は
詳
一
ハ
ン
カ
イ
コ
ウ
は
ん
〈
め
い
講
文
字
は
詳
か
一
し
た
も
の
。
七
容
の
も
の
は
前
記
の
稿
本
で
あ
る
。
一
米
許
の
急
坂
を
い
ふ
O

ハ
シ
サ
と
は
オ
ホ
ミ
ネ
パ
り

か
で
な
い
。
百
鶴
附
四
代
を
繕
席
し
た
。
一
で
な
い
。
滞
放
の
頃
、
鹿
島
郡
に
て
降
容
の
終
り
た
一
ハ
ン
コ
タ
ケ
ン
プ
ン
ロ
タ
藩
国
見
開
銀
一
珊
。
一
の
方
言
で
、
ア
ヅ
サ
か
ら
鱒
じ
た
の
で
あ
ら
う
と
い

ハ
ル
ノ
号
ノ
は
る
の
も
の
一
加
。
金
制
仰
の
俳
一
る
時
、
青
年
等
米
・
小
豆
等
を
瀦
し
、
餅
を
拘
き
な
一
大
嬰
寺
務
士
奥
村
永
世
著
。
巻
首
に
部
盛
山
人
編
集
一
は
れ
る
。

人
崩
山
編
。
文
化
五
年
京
勝
問
者
助
桜
。
関
山
の
門
一
ど
し
て
小
宴
を
俄
し
、
鍬
お
ろ
し
を
制
す
る
を
い
う
一
と
あ
り
よ
笹
尾
に
は
『
弘
化
ご
乙
巴
隠
初
春
山
代
在
一
ハ
ン
ザ
ツ
落
札

4
ギ
ン
サ
ツ
銀
札
。
ゼ
ン

下

及

び

金

揮

の

風

友

の

勾

を

締

め

た

春

帖

で

あ

る

。

一

た

。

一

湯

申

編

集

之

者

也

。

奥

村

永

世

議

』

と

あ

る

。

大

型

寺

一

サ

ツ

銭

払

。

同
六
年
に
も
亦
春
の
も
の
一
加
が
あ
り
J

同
じ
く
勝
一
ハ
ン
カ
イ
チ
タ
ゼ
ン
奨
噌
筑
前
盤
臣
秀
吉
が
一
藩
領
内
の
地
誌
・
紳
枇
倒
閣
記
、
同
藩
士
の
書
い
た
一
ハ
ン
ザ
ン
シ
ョ
ウ
牟
山
詩
稿
一
加
。
加
賀
毛

田
議
助
板
で
あ
る
o

一
回
周
入
日
附
を
以
て
前
回
利
家
に
奥
へ
た
消
息
に
、
一
銀
行
担
、
及
び
諸
家
碑
銘
等
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
利
彦
士
突
の
若
。
天
保
十
四
年
の
序
が
あ
る
。

ハ
ル
ノ
ヨ
審
議
夜
金
棒
の
俳
人
療
水
が
明
和
一
宛
名
を
は
ん
く
わ
い
ち
く
ぜ
ん
殿
と
し
た
も
の
が
あ
一
ハ
ン
コ
ク
シ
ヨ
シ
ゲ
ン
ヨ
ウ
ロ
タ
簿
圏
諸
士
言
一
ハ
ン
シ
チ
ョ
ウ
字
紙
帳

J
プ
イ

圃


